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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

当第２四半期連結累計期間（平成28年４月～平成28年９月）におけるわが国経済は、政府によ

る経済対策や日銀による金融政策等を背景に、緩やかな回復基調が続きました。しかし、中国を

はじめとする新興国の成長鈍化や英国のＥＵ離脱問題による警戒感などから、国内景気の先行き

は依然として不透明な状況で推移いたしました。

当社グループの関連する建築業界におきましては、新設住宅着工戸数が住宅ローン金利の低下

や政府による各種住宅取得支援策等に支えられ、底堅い動きを示しているものの、政府建設投資

が低水準にあるほか、設備投資の回復も鈍化傾向にあり、当累計期間における建築需要は総じて

低調な状況にありました。

こうした市場環境の中で当社グループは、平成28年度よりスタートした新中期３ヵ年経営計画

を達成させるため、グループ全社の総力を挙げて収益性の改革にチャレンジしてまいりました。

具体的には、持続的かつ安定的な収益基盤体制の実現を目指し、４つの基本経営戦略である「環

境変化と市場ニーズを捉えた価値創造による収益性の向上」「コスト低減と品質確保による内製

化の推進」「成長を支える経営基盤の強化」および「グループ企業の連携による収益力の強化」

に積極的に取り組んでまいりました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は、11,177百万円（前年同期比2.8％

減）と減収となりましたが、利益面においては、コスト低減による売上総利益率の改善により、

営業損失１百万円（前年同期営業損失214百万円）、経常利益55百万円（前年同期経常損失153百

万円）となりました。また、親会社株主に帰属する四半期純利益については固定資産の売却等に

より、85百万円（前年同期親会社株主に帰属する四半期純損失187百万円）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

① 三洋工業

主力製品群である軽量壁天井下地につきましては、新設住宅着工戸数が底堅い動きを示す中

で、戸建住宅用製品が堅調に推移しましたが、ビルや商業施設用の製品が需要低迷のあおりを

受け苦戦を強いられたことなどから、軽量壁天井下地全体の売上高は減少となりました。

床システムにつきましては、集合住宅用の遮音二重床製品が低迷したものの、主力製品である

学校体育館などスポーツ施設用の鋼製床下地材製品をはじめ、スチール製ＯＡフロアやオフィ

ス用置敷式ＯＡフロア等も伸長したことなどから、床システム全体の売上高は増加いたしまし

た。

また、アルミ建材につきましては、外装パネルやその他のアルミ関連製品が好調に推移しまし

たが、主力製品であるアルミ笠木やエキスパンション・ジョイントカバーの受注量が低調であ

ったことなどから、アルミ建材全体の売上高は減少となりました。

この結果、売上高は9,204百万円（前年同期比3.7％減）、セグメント損失０百万円（前年同期

セグメント損失175百万円）となりました。
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② システム子会社

当社の子会社であるシステム会社（株式会社三洋工業九州システムほか）におきましては、床

関連商品の設計指定活動を中心に積極的な拡販に取り組んでまいりましたが、厳しい市場環境

を背景に、首都圏をはじめ一部地域において受注量が低迷したことなどから、システム会社全

体の売上高は2,093百万円（前年同期比2.1％減）、セグメント損失は73百万円（前年同期セグ

メント損失93百万円）となりました。

③ その他

その他につきましては、売上高387百万円（前年同期比11.5％増）、セグメント利益６百万円

（前年同期セグメント損失０百万円）となりました。

（２）連結財政状態に関する定性的情報

① 資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、主に受取手形及び売掛金が減少したことにより、

前連結会計年度末に比べ2,353百万円減少し、21,368百万円となりました。

負債につきましては、主に支払手形及び買掛金が減少したことにより、前連結会計年度末に比

べ2,333百万円減少し、8,324百万円となりました。

純資産は、当第２四半期連結累計期間が親会社株主に帰属する四半期純利益となったものの、

配当金の支出があったことにより、前連結会計年度末に比べ20百万円減少し、純資産合計は

13,043百万円となりました。

② キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、3,868

百万円となり、前連結会計年度末に比べ235百万円増加しました。

各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果獲得した資金は642百万円（前年同期は793百万円の獲得）となりました。

主な内訳は、税金等調整前四半期純利益155百万円、賞与引当金の減少額178百万円、売上債権

の減少額2,919百万円、たな卸資産の増加額498百万円、仕入債務の減少額1,641百万円等でありま

す。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は202百万円（前年同期は399百万円の使用）となりました。

これは、主に投資不動産の売却による収入120百万円、有形固定資産の取得による支出164百万

円、無形固定資産の取得による支出164百万円などによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は203百万円（前年同期は114百万円の使用）となりました。

これは、主に社債の償還による支出100百万円と配当金の支払額104百万円などによるものであ

ります。

（３）連結業績予想に関する定性的情報

通期（平成28年４月１日から平成29年３月31日）の連結業績予想につきましては、平成28年５

月12日発表の数値に変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対

する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を

乗じて計算しております。なお、法人税等調整額は法人税等に含めて記載しております。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　（会計方針の変更）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取

扱い」（実務対応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28

年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変

更しております。

なお、当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

（４）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３

月28日）を第１四半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,288 3,925

受取手形及び売掛金 9,612 6,699

有価証券 544 143

商品及び製品 2,138 2,647

仕掛品 121 123

原材料及び貯蔵品 619 606

繰延税金資産 226 244

その他 58 59

貸倒引当金 △87 △79

流動資産合計 16,522 14,369

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,073 2,010

機械装置及び運搬具（純額） 704 651

土地 2,133 2,133

その他（純額） 168 186

有形固定資産合計 5,080 4,982

無形固定資産

ソフトウエア 57 616

ソフトウエア仮勘定 566 -

その他 27 27

無形固定資産合計 650 644

投資その他の資産

投資有価証券 597 535

繰延税金資産 3 3

その他 928 887

貸倒引当金 △60 △54

投資その他の資産合計 1,469 1,372

固定資産合計 7,199 6,998

資産合計 23,722 21,368
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,772 5,131

短期借入金 99 79

未払法人税等 169 95

賞与引当金 405 226

役員賞与引当金 18 9

その他 1,288 1,006

流動負債合計 8,754 6,549

固定負債

長期借入金 614 637

繰延税金負債 99 80

退職給付に係る負債 777 637

その他 412 419

固定負債合計 1,903 1,775

負債合計 10,657 8,324

純資産の部

株主資本

資本金 1,760 1,760

資本剰余金 1,168 1,168

利益剰余金 10,226 10,207

自己株式 △109 △109

株主資本合計 13,045 13,026

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 222 179

退職給付に係る調整累計額 △203 △162

その他の包括利益累計額合計 18 16

純資産合計 13,064 13,043

負債純資産合計 23,722 21,368
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 11,500 11,177

売上原価 8,543 8,045

売上総利益 2,957 3,131

販売費及び一般管理費 3,171 3,133

営業損失（△） △214 △1

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 7 8

受取賃貸料 61 55

売電収入 24 25

その他 21 13

営業外収益合計 115 103

営業外費用

支払利息 6 6

不動産賃貸費用 25 20

売電費用 18 16

その他 4 2

営業外費用合計 54 45

経常利益又は経常損失（△） △153 55

特別利益

固定資産売却益 - 100

特別利益合計 - 100

特別損失

固定資産除却損 0 0

減損損失 20 -

特別損失合計 20 0

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前
四半期純損失（△）

△174 155

法人税等 12 70

四半期純利益又は四半期純損失（△） △187 85

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会
社株主に帰属する四半期純損失（△）

△187 85

決算短信（宝印刷） 2016年11月04日 16時36分 7ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



三洋工業株式会社(5958) 平成29年３月期 第２四半期決算短信

― 8 ―

四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △187 85

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 26 △42

退職給付に係る調整額 14 40

その他の包括利益合計 41 △1

四半期包括利益 △145 83

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △145 83

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整
前四半期純損失（△）

△174 155

減価償却費 219 240

減損損失 20 -

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △122 △98

賞与引当金の増減額（△は減少） △179 △178

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △15 △9

貸倒引当金の増減額（△は減少） △19 △14

受取利息及び受取配当金 △7 △8

支払利息 6 6

固定資産除却損 0 0

固定資産売却損益（△は益） - △100

売上債権の増減額（△は増加） 3,396 2,919

たな卸資産の増減額（△は増加） △703 △498

仕入債務の増減額（△は減少） △1,725 △1,641

未払消費税等の増減額（△は減少） △128 △217

その他 375 248

小計 942 805

利息及び配当金の受取額 7 8

利息の支払額 △6 △6

法人税等の支払額 △150 △164

営業活動によるキャッシュ・フロー 793 642

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △50 △50

定期預金の払戻による収入 50 50

有形固定資産の取得による支出 △243 △164

無形固定資産の取得による支出 △163 △164

投資不動産の売却による収入 - 120

その他 6 5

投資活動によるキャッシュ・フロー △399 △202

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 640 310

短期借入金の返済による支出 △645 △330

長期借入れによる収入 - 50

長期借入金の返済による支出 △4 △26

社債の償還による支出 - △100

配当金の支払額 △101 △104

その他 △2 △3

財務活動によるキャッシュ・フロー △114 △203

現金及び現金同等物に係る換算差額 - -

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 278 235

現金及び現金同等物の期首残高 3,399 3,632

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,677 3,868
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（４）継続企業の前提に関する注記

該当事項はありません。

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

該当事項はありません。
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